
 

■
被
爆
者
救
済
の
全
面
解
決
を

国
に
求
め
よ 

 
一
連
の
判
決
で
は
、放
射
線
と
疾
病
と

の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い
限
り
原

爆
症
と
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
広
島
市
と
し
て
、
国
に
対
し
、
認
定

基
準
の
抜
本
的
見
直
し
と
、被
爆
者
救
済

の
全
面
解
決
を
強
く
働
き
か
け
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、
国
に
強
く

要
望
を
行
う
意
思
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
今
こ
そ「
黒
い
雨
」
地
域
の
実
態

解
明
を 

 

認
定
判
決
で
は
、残
留
放
射
能
や
内
部

被
曝
の
影
響
を
無
視
し
た
国
の
認
定
基

準
は
、「
適
格
性
を
欠
い
て
い
る
」
と
断

定
し
て
い
ま
す
。原
爆
投
下
後
64
年
間
、

隠
さ
れ
続
け
て
き
た
放
射
能
の
影
響
解

明
に
新
た
な
光
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。 

  

こ
の
新
し
い
科
学
的
な
知
見
に
立
っ
て

原
爆
投
下
直
後
、広
大
な
地
域
に
降
っ
た

「
黒
い
雨
」
の
実
態
解
明
に
今
こ
そ
踏

み
出
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

市
は
、「
新
た
な
知
見
等
を
踏
ま
え
て

黒
い
雨
の
実
態
解
明
を
進
め
る
」と
答
弁

し
ま
し
た
。（
※
参
照 

左
囲
み
） 

 

■
被
爆
二
世
・
三
世
の 

                 

実
態
調
査
を 

 

広
島
市
は
被
爆
二
世
・
三
世
の
把
握
は

し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

東
京
都
や
神
奈
川
県
で
は
被
爆
二
世

の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
山
口
県

で
は「
二
世
手
帳
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

 

広
島
市
と
し
て
、
二
世
・
三
世
の
対
策

を
強
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

憲
法
９
条
に
つ
い
て 

秋
葉
市
長 

「
世
界
に
も
類
例
を
見
な
い
画
期
的
内

容
だ
」 

 

い
ま
憲
法
９
条
が
危
な
い
。自
民
党
も

民
主
党
も
「
憲
法
改
訂
」
を
掲
げ
、
国
会

で
は
改
訂
に
向
け
て
の
動
き
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。 

 

衆
議
院
で
「
憲
法
審
査
会
規
定
」
が
可

決
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
見
解
を
た
だ

し
た
の
に
対
し
、「
市
と
し
て
憲
法
の
平

和
主
義
の
実
質
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な

改
正
案
が
発
議
さ
れ
た
場
合
、国
民
に
適

切
な
判
断
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、今
後

と
も
、平
和
憲
法
の
重
要
性
を
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
訴
え
て
い
き
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

 

広
島
労
働
局
が
マ
ツ
ダ
に
是
正

指
導  

市
と
し
て「
雇
用
守
れ
」

を
申
入
れ
よ 

 

六
月
四
日
、
広
島
労
働
局
は
、
マ
ツ
ダ

に
対
し
「
職
業
安
定
法
第
44
条
」
違
反
と

し
て
是
正
指
導
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
末
か
ら
、
約
二
千
人
の
「
派
遣
切

り
」
を
行
っ
た
マ
ツ
ダ
に
対
し
て
、
あ
ら

た
め
て
雇
用
を
守
る
よ
う
、広
島
市
と
し

て
申
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

  

そ
の
後
、マ
ツ
ダ
は
７
月
か
ら
１
０
０

人
の
派
遣
労
働
者
を
直
接
雇
用
す
る
と

発
表
。（
自
動
車

大
手
で
は
初
め

て
）
労
働
者
の

た
た
か
い
と
日

本
共
産
党
の
議

会
論
戦
が
大
企

業
を
う
ご
か
し

ま
し
た
。 

日本共産党広島市会議員団の活動を紹介します。 
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ヒロシマの使命として 
被爆の実相の解明にとりくむべき 

本会議で発言する皆川恵史議員 
 

新
た
な
科
学
的
知
見
に
立
っ
て 

 

「
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」 

     

支
給
額
と
支
給
期
間 

拡
大 

 

母
子
家
庭
の
母
親
が
自
立
に
効
果
的
な
資
格
を
取
得
す

る
た
め
、
月
10
万
３
０
０
０
円
だ
っ
た
支
援
給
付
金
が

09
年
６
月
分
か
ら
月
14
万
１
０
０
０
円
に
拡
大
（
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
場
合
）
。
期
間
も
全
修
業
期
間
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

      

現
行

38
万
円
の
出
産
育
児
一

時
金
が

42
万
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
今
年

10
月
１
日
か
ら

２
０
１
１
年
３
月

31
日
ま
で
の

期
間
限
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
継
続
し
た
制
度
と
な
る
よ

う
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

      
 

小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
計
画
を
前
倒
し
し

て
、
７
校
の
教
室
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
当
初
計
画
と
合
わ

せ
て
14
校
に
設
置
さ
れ
ま
す
。 

 
 

  

新たな科学的知見 

■今年度設置される学校■ 

（小学校）吉島・向洋新町・古田台・長束西・

三入東・石内・五日市観音西 

（中学校）古田・井口台・城山北・東原・ 

             高取北・瀬野川東・城山 

市民の願いが実現しました 

 

原
爆
症
認
定
の
一
連
の
判
決
を
受
け
、全
面
解
決
に
向
け
た
政
府
へ
の
働

き
か
け
、
救
護
被
爆
の
認
定
要
件
の
見
直
し
、
黒
い
雨
の
実
態
解
明
、
被
爆

二
世
・
三
世
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
広
島
市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

 

 政府はこれまで、原爆が爆発した直後の直接被

爆しか評価してきませんでした。 

 しかし、内外の様々な研究によって、直接被爆以

外の被曝のしかたによる影響が見直され、地表の

放射性物質からの被曝や放射性物質が皮膚に

付着することでの長時間被曝も影響が大きいこ

と、特に、放射性物質を吸い込むなどで、体内の

組織が長期間被曝し続けることによる被害が直

接被爆と同じくらい重大な被害をもたらすことが明

らかにされてきています。 

 

 

広島労働局に申し入れ 

教
室
へ
の 

       

ク
ー
ラ
ー
設
置
校
を
拡
大 

 

「
出
産
育
児
一
時
金
」が 

   

万
円
に 

42 



介
護
保
険
の 

      

認
定
制
度
を
改
悪 

消防上下水道委員会 

総務委員会 

 
 

  

国
の
経
済
危
機
対
策
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
」
６
０
８
１
万

円
を
使
い
、
市
税(

５
万
５
０
０
０
件)

・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

２
万
件)

・
介
護

保
険
料(

２
万
４
０
０
０
件)

・
国
保
料(

12

万
件)

・
保
育
料(

５
０
０
件)

の
新
規
未
納

者(
滞
納
額
10
万
円
未
満)

に
対
す
る
、
納

付
督
促
業
務
を
民
間
委
託
す
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
19
人
の
雇
用
を
確
保

す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

カ
ー
ド
会
社
の 

 
 

 
 

も
う
け
の
場
に 

 

し
か
し
、
滞
納
整
理
を
促
進
す
る
仕
事

は
、
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
公

務
で
す
。
安
易
に
民
間
に
ま
か
せ
る
仕
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
同
様
の
業
務

を
カ
ー
ド
の
債
権
回
収
専
門
の
子
会
社
な

ど
が
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
会
社
市
民
の

個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
漏
え
い
な

ど
重
大
な
事
態
を
う
み
出
し
か
ね
な
い
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

市
民
は
相
次
ぐ
国
の
税
制
改
悪
と
社
会

保
障
費
削
減
の
う
え
に
、
底
が
抜
け
た
よ

う
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
倒
産
や
廃
業
・

派
遣
切
り
な
ど
に
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま

す
。 

 

税
や
保
険
料
を
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
市
民
は
、
増
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
生
活
苦
に
あ
え
ぐ

市
民
生
活
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
れ
に

沿
っ
て
親
身
に
対
応
で
き
る
職
員
体
制
こ

そ
必
要
で
す
。 

 

大
金
持
ち
に
は
市
民
税
減
税 

  

一
方
、
投
資
家
は
株
式
の
譲
渡
益
や
配

当
に
よ
り
、
い
く
ら
巨
額
の
利
益
を
得
て

も
減
税
さ
れ
る
と
い
う
税
制
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
大
企
業
と
大
資
産
家
に
は
税
を「
優
遇
」

し
、
払
え
な
い
人
に
は
「
民
間
会
社
に
督

促
さ
せ
る
」
の
で
は
、
行
政
の
役
割
を
果

た
せ
ま
せ
ん
。 

委員会で奮闘しました 

●昨年10月の議会で改善を求め

ていた、シルバー人材センター

の「配分金」（賃金に当るもの）

がやっと、６月から最低賃金（時

給６８３円）以上に改められま

した。 

●基町学区に「こどもの安全対

策」を理由に２５基の防犯カメ

ラが設置されます。「個人のプラ

イバシー侵害」にならないよう、

慎重な配慮を求めました。 

建設委員会 

厚生委員会 

●保育士の給与など公私間格差

是正と、政府の緊急経済対策

交付金を活用して、老朽化した

保育所建て替えに急いで取り

組むよう求めました。  

●制度のはざまで行き場のない

１５歳以上の青年を支援する

「自立援助ホーム」の設置を求

め、市は設置に向けた検討を約

束しました。  

●重度知的障害者のケアホーム

への積極支援を求めました。 

 

●高速5号線二葉山トンネル建

設にかかわる「安全検討委員

会」がいよいよ立ち上がります。

公開・公表の原則を守り、民主

的運営を行うよう求めました。 

●新球場に設置されたエレベー

ター５基のうち市民が使える

のは２基しかありません。増設

をはじめ、球場のバリアフリー

化を求めました。 

文教委員会 

市税・国保料・介護保険料・後期高齢者医療保険料・保育料 

 
 

    
 

 

政
府
が
介
護
保
険
の
要
介
護
度
が
軽
く
な
る
よ
う
に
認
定

の
し
く
み
を
変
え
た
た
め
、
広
島
市
で
も
、
全
体
と
し
て
要

介
護
度
が
軽
く
な
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
、

１
次
判
定
が
４
割
も
軽
く
出
て
い
た
り
、
一
気
に
２
段
階
も

３
段
階
も
軽
く
な
っ
た
例
も
あ
っ
て
、
政
府
の
や
り
方
に
批

判
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

広
島
市
で
は
、
も
と
も
と
介
護
認
定
が
厳
し
い
と
い
う
指

摘
も
あ
っ
て
、
実
際
の
介
護
必
要
度
と
、
認
定
さ
れ
た
要
介

護
度
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

14
万
人
以
上
が
介
護
の
た
め
退
職 

 

政
府
の
調
査
で
、
親
の
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
こ

と
に
な
っ
た
人
は
、
２
０
０
６
年
の
１
年
間
で
14
万
４
８
０

０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
も
足
り
な
い
か
ら
、
退
職
に
追
い
込
ま
れ
る
の

で
す
。
ま
さ
に
、
介
護
保
険
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

政
府
内
で
給
付
費
削
減
を
検
討 

 

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
議
員
が
４
月
２
日
の
参
議
院
で

の
審
議
で
、
厚
生
労
働
省
内
部
で
介
護
給
付
費
削
減
の
た
め

の
対
策
を
検
討
し
て
い
た
内
部
文
書
を
暴
露
、
13
日
に
は
同

省
が
文
書
の
存
在
を
認
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
に
は
「
介
護
給
付
費
の
縮
減
効
果
額
」
と
し
て
９

項
目
を
あ
げ
た
表
が
あ
り
、そ
の
中
で「
認
定
の
適
正
化（
「
非

該
当
」
重
度
変
更
率
是
正
）」
で
約
84
億
円
、「
介
護
給
付
の

適
正
化
（
要
介
護
認
定
の
適
正
化
な
ど
３
項
目
）」
で
２
０

０
～
３
０
０
億
円
と
削
減
効
果
額
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
が
、
政
府
の
支
出
を
減
ら
す
た
め
に
認
定
制

度
を
変
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

皆
川
恵
史
議
員
が
厚
生
委
員
長
に 

 

常
任
委
員
会
の
委
員
が
替
わ
り
、
皆
川
恵
史
議
員
（
中

区
）
が
厚
生
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
中
森
辰
一
議

員
が
、
引
き
続
き「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
」に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
１
年
で
す
。 

新
し
く
所
属
す
る
委
員
会 

●
総
務
委
員
会  

中
森
辰
一
議
員 

●
建
設
委
員
会  

中
原
ひ
ろ
み
議
員 

●
厚
生
委
員
会  

皆
川
恵
史
議
員
（
委
員
長
） 

●
文
教
委
員
会  

藤
井
と
し
子
議
員 

●
経
済
環
境
委
員
会  

村
上
あ
つ
子
議
員
（
副
委
員
長
） 

全
国
の
自
治
体
で 

 
 

債
権
回
収
業
者
が
受
注 

村上あつ子（東区） 

(TEL ２６１－５１１６) 

皆川恵史（中区） 

(TEL ２２１－０７０８) 

中森辰一（西区） 

(TEL ２９３－３５６３) 

●子どもの権利条例の早期制定に

教育委員会も積極的にかかわる

よう求めたのに対し、「子どもの

権利条約の周知徹底と条例制定

に向け、今後、校長会や学校関係

者との協議を行っていく」と答弁

しました。 

●学校等の施設の修繕は「小規模

修繕契約希望者登録制度を活用

するよう」求めたのに対し、「学

校関係者へ制度のさらなる周知

徹底をする」と約束しました。 

●面積も広く日照時間も長い「浄

水場」に、太陽光発電を積極的に

整備するよう求めました。 

●市の下水道工事を請け負った元

請が民事再生法を申請。口約束

の工事や手形の延長で、下請け

業者への支払いが不渡りになる

事態に。下水道事業団に丸投げ

せず、市の責任で建設業法に基づ

いた適正な建設業の実施がされ

るよう、もっと監督・指導すべき

だと迫りました。 

藤井とし子（安佐南区） 

(TEL 872-4139) 

中原ひろみ（南区） 

（TEL ８90-2266) 

大金持ちには減税 

払えない人には 取り立て 


